
　森ノ宮医療学園専門学校、森ノ宮医療大学は社会の期待に応えるために継続的な環境整備と充実を図ってま
いります。皆様からのご支援をお願い申し上げます。

下記サイトにアクセスのうえ、手続きをお願いします。決済方法はクレ
ジットカード決済、コンビニ振込のみになりますのでご了承ください。

下記のお問い合わせ先メールアドレスに
ご連絡ください。寄付金申込書を送付さ
せていただきます。

学校法人森ノ宮医療学園　寄付金担当
〒559-8611　大阪府大阪市住之江区南港北1-26-16  森ノ宮医療大学内
TEL：06-6616-6911　FAX：06-6616-6912　メールアドレス：kifu@morinomiya-u.ac.jp

学校法人森ノ宮医療学園  平成29年度決算報告概要

森ノ宮医療学園 寄付金の募集

寄付方法

お問い合わせ先

①インターネット ②銀行振り込み

http://www.morinomiya-u.ac.jp/info/kihukin.html
※支払い手続きを完了した後の決済の取り消しはできませんのでご注意ください。

財務資料の内、事業活動収支計算書、資金収支計算書、貸借対照表を千円単位で示してあります。
事業活動収入31億109万2千円、事業活動支出30億2,900万5千円、事業活動収支差額7,287万円になります。
注1）表中（※印）科目は複数の科目をまとめてあります。　注2）表示は、事業活動収支計算書を主として、資金収支計算書は簡略化してあります。

（単位：千円）

事業活動収支計算書
（単位：千円）

平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

資金収支計算書概要

平成30年3月31日

貸借対照表概要
＜資産の部＞ ＜負債の部＞

＜基本金・消費収支差額の部＞

平成29年4月1日から平成30年3月31日まで
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科　目 予算 H29年度
教育活動収入合計 2,868,345 3,053,117

学生生徒等納付金 2,478,020 2,565,142
手数料 59,400 62,325
寄付金 5,000 10,282
補助金 123,000 180,233
事業収入 181,515 197,473
雑収入 21,410 37,662

教育活動支出合計 3,214,059 3,022,470
人件費 1,735,465 1,735,433
教育研究経費 1,027,306 871,826
管理経費 451,288 414,481
徴収不能額等 0 730

教育活動収支差額 △ 345,714 30,647
教育活動外収入合計 0 23

受取利息･配当金 0 23
その他の教育活動外収入 0 0

教育活動外支出合計 6,369 6,368
借入金等利息 6,369 6,368
その他の教育活動外支出 0 0

教育活動外収支差額 △ 6,369 △ 6,345
特別収入合計 10,000 47,952

資産売却差額 0 21
その他の特別収入 10,000 47,931

特別支出合計 0 168
資産処分差額 0 39
その他の特別支出 0 129

特別収支差額 10,000 47,784
基本金組入前当年度収支差額 △ 486,083 72,087
基本金組入額合計 △ 431,256 △ 796,408
当年度収支差額 △ 917,339 △ 724,321
前年度繰越収支差額 △ 1,626,145 △ 1,626,145
基本金取崩額 0 0
翌年度繰越収支差額 △ 2,543,485 △ 2,350,467

科　目 H29年度 前年度末
固定資産（a） 13,344,422 12,995,568

有形固定資産 13,292,586 12,949,437
土地 6,591,414 6,553,752
建物 5,714,290 5,658,584
建築物 167,997 94,143
教育研究用機器備品　※ 818,885 642,958

その他の固定資産 51,836 46,131
ソフトウェア 20,031 15,626
収益事業元入金 30,000 30,000
保証金 1,805 505

特定資産 0 0
第2号基本引当特定資産 0 0

流動資産（b） 2,903,160 2,787,250
現金・預金（c） 2,771,591 2,723,026
有価証券 0 0
その他　※ 131,569 64,224

資産の部合計（a）+（ｂ）＝（d） 16,247,582 15,782,818

科　目 予算 H29年度
学生生徒等納付金収入 2,478,020 2,565,143
手数料収入 59,400 62,325
寄付金収入 7,000 43,861
補助金収入 131,000 188,981

国庫補助金 131,000 188,952
都道府県補助金 0 0
市区町村補助金 0 29

資産運用収入 0 0
資産売却収入 0 21
事業収入 181,515 197,473
雑収入　　※ 21,410 41,189
借入金等収入 0 0
前受金収入 1,444,110 1,329,684
その他の収入 28,711 40,417
資金収入調整勘定 △ 1,247,973 △ 1,249,626
前年度繰越支払資金 2,723,025 2,723,025
合計 5,826,218 5,942,493
人件費支出 1,688,422 1,704,607
教育研究費支出 702,841 547,712
管理経費支出 449,540 406,576
借入金等利息支出 6,369 6,368
借入金等返済支出 84,996 84,996
施設関係支出 491,016 400,021
設備関係支出 249,241 305,653
資産運用支出 0 0
その他の支出 171,868 211,557
[予備費]
資金支出調整勘定 △ 171,868 △ 496,588
次年度繰越支払資金 2,153,793 2,771,591
合計 5,826,218 5,942,493

科　目 H29年度 前年度末
負債（e） 3,832,079 3,439,402

固定負債（ｆ） 1,822,693 1,868,438
長期借入金 1,508,759 1,593,755
長期未払金 8,425 0
退職給与引当金 305,509 274,683

流動負債（ｇ） 2,009,386 1,570,964
短期借入金 84,996 84,996
未払金　※ 594,707 266,706
前受金 1,329,683 1,219,262

科　目 H29年度 前年度末
基本金（ i ） 14,765,970 13,969,562

ア.第1号基本金 14,550,970 13,786,562
イ.第2号基本金 0 0
ウ.第3号基本金 0 0
エ.第4号基本金 215,000 183,000

繰越収支差額（ｊ） △ 2,350,467 △ 1,626,146
翌年度繰越収支差額 △ 2,350,467 △ 1,626,146

負債・基本金・収支差額の部合計（e）+（ i ）+（ｊ） 16,247,582 15,782,818
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特集「五十肩」と「いわゆる五十肩」

森ノ宮医療学園出版部 書籍のご案内
季刊誌『鍼灸 OSAKA』129号

B5判 134ページ　2,097円（税込・送料別）

B5判 130ページ
2,097円（税込・送料別）

新刊

NFORMATION

　日ごろ話題にする「五十肩」ですが、実
は正式な病名は「いわゆる五十肩」。腰痛
と並んで鍼灸院で多い疾患にもかかわら
ず、治療ガイドラインもなく複雑な疾患
であることはあまり知られていません。
そして、多くの先生方が治療法に迷い、
結果として治療から脱落する患者さんも
多いという現実があります。今号では、
その五十肩の現状と治療に迫りました。
臨床に活かしてほしい一冊です。

　特効穴とは、臨床を重
ねる中で「この症状にはこ
れ」と先生方が獲得して
こられた治療穴です。そ
の選穴の根拠や獲得まで
の経緯と症例報告をお願いしました。古典
など東洋医学的な根拠や、臨床上での手応
えなどの実感も語っていただきます。

次号
予告

10月中旬発行予定

130号の特集は
「My特効穴・奇穴～治療穴の選び方」
（仮題）

改訂増補版発行！

詳細が決まり次第、「校友会ホームページ」にてお知らせいたします。みなさまのご参加をお待ちしています。

「鍼灸フェスタ OSAKA」は来年２０１９年７月開催予定です!!

　昨年開催しました業界団体と治療家を結ぶ業界初のマッチングイベント『鍼灸フェスタ
OSAKA』のスピンオフで、今年度は「学ぶ事」をテーマとし、矢野忠先生×中根一先生による「タ
ダシい学びのハジメ方」を皮切りに、国際ボランティア鍼灸師協会 黒川恵子先生より「ネパ―ル・
ヘルスキャンプ2018活動報告」、しんきゅうコンパス 前田真也様より「鍼灸院の集客に大切な３
原則～新患さんの予約・来院を3倍にする方法～」、ＡＬＬ ＦＯＲ ＯＮＥ 宮武大貴先生より「スポーツ
×鍼灸」、新町お灸堂 鋤柄誉啓先生より「お灸2.0 漫画とお灸もっと伝わる鍼灸治療」のセッショ
ンがありました。また、階段スペースでは、かしはらたまみ先生による東洋医学の「紙芝居」、各
団体のブースでは、体験治療や業者様による出展販売をしていただきました。約30の業界団体、
企業が出展、業界関係者らによる講演や実技などが行われました。(2018年5月27日実施 )

『鍼灸フェスタ OSAKA スピンオフ ショーバザール ～小さな小さな交流会～』を
森ノ宮医療学園専門学校アネックス校舎にて開催いたしました

森　美侑紀著／ISBN978-4-9900670-09-0
B6判 140ページ　1,620円（税込）

　初版発行から8年。当時は
まだ一般的とは言えなかった
アロマセラピーも市民権を得
て、メディカルへも活用され
るようになってきました。今回、
改訂版では災害現場での活用
法や、膝痛へのセルフマッサー
ジ、ラベンダーの効果など、
著者の実際の活動や研究に基
づいたレシピを加えました。

書籍の詳細確認や WEBサイトからの購入が可能
となりました。是非、一度ご覧ください！

森ノ宮医療学園出版部の公式ウェブサイトのリ
ニューアルにともないFacebookとInstagram
を開設しました。出版部の日常やお知らせなど情
報を発信しますので、よろしくおねがいします！

【テーマ】 日本伝統鍼灸の確立に向けて―日本鍼灸のアイデンティティ―
【会   期】 2018年11月24日（土）・25日（日）
【会  場】 立命館いばらきフューチャープラザ・立命館大学大阪いばらきキャンパス
　　　　  〒567-8570　大阪府茨木市岩倉町2-150（JR 茨木駅徒歩５分）

【主   催】 日本伝統鍼灸学会
【共   催】 茨木市・立命館大学白川静記念東洋文字文化研究所
【大会WEBサイト】 http://jtams.com/46-osaka/

【主なプログラムと講師】
甲野善紀「古武術の新しいカタチ」・加地伸行「死の不安の解決とは」・小松
和彦「日本の妖怪文化-『針聞書』の思想的風土」ほか多数。

【参加費】 お申し込みは http://jtams.com/46-osaka/?page_id=67

学生団体割引：1名4,000円
　　　　　　 （5名以上、事前予約のみ：46jtams@gmail.comまで）

【懇親会】 2018年11月24日(土)18:00～　（参加費：1名8,000円）
　　　　 ※定員になり次第、受付を締め切ります。

【問い合わせ先】 第46回日本伝統鍼灸学会学術大会実行委員会
E-mail：46jtams@gmail.com／TEL：090-3266-4910（実行委員会直通）

キレイも元気も自分でつくる！アロマ活用術
『もっと身近にアロマセラピー』

now printing

第４６回日本伝統鍼灸学会学術大会（大阪大会）
併催 第２７回日本刺絡学会学術大会のご案内

森ノ宮医療学園出版部の
公式WEBサイトがリニューアル

森ノ宮医療学園出版部の
公式SNSはじめました

　今秋、ハラノムシで有名な『針
聞書』（日本最古の流儀とされる
今新流の流儀書）の編纂 450周
年を記念し編纂地である大阪府
茨木市にて、市制 70周年の茨木
市、そして立命館大学白川静記
念東洋文字文化研究所の共催に
より、立命館大学大阪いばらきキャンパスにて学術大会を開催いた
します。現代の日本鍼灸のルーツを紐解き、日本鍼灸のアイデン
ティティを探る特色あるプログラムを数多く準備して、校友会のみ
なさまのご参加をこころよりお待ち申し上げております。

大会会頭　井上悦子・実行委員長　長野　仁

https://book.morinomiya.ac.jp
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いざ。鍼の聖地　いばらきへ！

WEBサイト

出版部公式Facebook 出版部公式Instagram

2017年度卒業生校友会表彰者
　校友会では、卒業式において、在学中勉学に励み、優秀な成績を残した卒業生に校友会表彰として、校友会会長賞および優秀賞を
授与しています。2017年度の受賞者は下記の皆さまです。

森ノ宮医療学園専門学校卒業生
【校友会会長賞】受賞者

学　　科
鍼灸学科 昼間コース 橋本　元明さん

柔道整復学科 昼間コース 田尾　幸雄さん

所　　属 受賞者氏名

森ノ宮医療大学卒業生【優秀賞】受賞者
学　　科

鍼灸学科 鵜山　泰平さん

理学療法学科 林　　花苗さん

看護学科 安田　有伽さん

受賞者氏名

ご挨拶 森ノ宮医療学園校友会 会長　浜田　暁

　初秋の候、会員の皆様には日々ご健勝にてご活躍の事と
お慶び申し上げます。
　平素は校友会活動に対しご理解とご協力を賜り厚く御礼
申し上げます。
　今夏に起きた天災害に遭われた方々に心よりお見舞い申
し上げると共に早期の復旧・復興をお祈り申し上げます。
　今年も３月に多くの卒業生が森ノ宮（大学・専門学校）
から羽ばたいて行かれました。我々森ノ宮医療学園校友会
の仲間入りをされたことを大変嬉しく思います。本会の活
動が益々活発になる事と期待します。
　卒業式において校友会から賞状を授与させていただいて
おりますが優秀な人材を継続的に育成・輩出することに今
後も学園と協調協力して取り組みたいと考えています。今回
受賞された方のみならず全ての方々が卒業後も研鑽を積み
地域貢献に尽力されている事と存じますが、その活動の一
助に本会が貢献できればと思います。

　先程触れた天災害に対して、本会は
関係団体のボランティア活動部署を通じ
て支援させていただきました。これによ
りよいボランティア活動がスムーズに、また
より多くのボランティア活動希望者の参加がしやすくなるこ
とを期待しております。
　人命救助や地元の児童の安全に取り組まれ地方団体から
称された会員の方々がいらっしゃいましたが、同窓として大
変誇らしく又自身もそうありたいと思います。
　又、こういった情報を募集しておりますのでお気軽にお知
らせください。
　勉強会や各種イベント情報も掲載されたホームページや
SNS 等を運営発信しておりますので是非ご覧ください。
　今後も継続して会員の資質向上・親睦と交流・母校の発
展の為に尽力して参りますので変わらぬご支援ご理解をお
願いし、ご挨拶とさせていただきます。

2019
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